設立趣旨書

　１　趣旨

　わが子が自閉症あるいは発達障害と診断されたとき、ほとんどの親が、何とかこの子を治してやりたい、よくしてやりたい、と願うだろう。しかしそのような親の痛切な願いに応えることのできる公的機関は、わが国にはほとんど存在しない。

　私たちはわが子の障害に直面し、それを何とか改善させたい、と模索する中で、ＡＢＡ（応用行動分析）と、それに基づくＥＩＢＩ（早期集中行動療法）という方法に出会った。ＡＢＡとは、教えたい行動を具体的なレベルで捉え、それを教えやすい細かな単位に分解して、一つずつ着実に教えていく、という方法である。これを幼児期から集中的に行うことによって、自閉症の症状の顕著な改善をもたらすことができる。私たちはこの療法を知ることによって、初めて「待つ」だけではなく、わが子をよくするために具体的にどうしたらよいのか、を知ることができた。

　この優れた療育法をわが国に広め、一刻も早く、一人でも多くの自閉症児とその親にこの療法を知ってもらうために、私たちは2000年に任意団体「つみきの会」を結成した。

　幸いにも多くの親たちの賛同を得ることができ、つみきの会は毎年発展を続けてきた。当初、数十人に過ぎなかった会員も、いまでは900名を超えるに至っている。

　しかし道はまだ半ばにすぎない。ＡＢＡ、ＥＩＢＩをいっそう普及させるためには、当会の組織をしっかりと確立し、今以上に社会的な信用を得る必要がある。そのためには当会が特定非営利活動法人となることが必要と考えた。

　そこで当会の更なる発展を期し、もって自閉症児者およびその家族の利益を増進するため、ここに特定非営利活動法人　つみきの会　を設立するものである。

　２　申請に至るまでの経過

　2000年6月　明石にて設立総会開催

　2002年6月　2周年記念特別講演（講師：関西学院大文学部心理学科松見淳子教授）

　2003年7月　大阪にて公開セミナー開催（講師：関西医大付属香里病院安原昭博先生他）

　2004年11月　大阪にて公開セミナー開催（講師：沖縄県立那覇病院副院長下地武義先生他）

　2005年 4月 10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　つみきの会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設立代表者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県明石市明南町１丁目7番7号
　　　　　　　　　　　　　　　　                　ソーシャル・ライフ・ガーデン102号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　藤　坂　龍　司
